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§１．研究成果の概要 

 

本研究の目的は、グローバル化や情報化時代において多様化する学びを支援し、持続的かつ

能動的な学びを実践できる人材を育成するための学習基盤を構築することである。学習者が単に

システムからのフィードバックを受けながら学習改善を行う従来の学習支援とは異なり、学習者主

体型教育を実現する系（下図参照）で、学びの要点や弱点克服法（メタ理解スキルと呼ぶ）を新た

な学習教材として学習者がシステムに投稿し、後学者の学習支援につながる学びを実践できる仕

組みを確立する。 

 

2020年度は、まず、コロナ禍におけるオンライン授業にも対応できるように学習ダッシュボードを

はじめとする各種システム、ツールの改良を急遽行った。その結果、教室ではなく自宅など個別の

環境からオンライン授業に接続する学生に対しても学習ダッシュボードの利用展開を行うことが可

能となった。その結果、オンライン授業で他の学習者の学習状況や授業の進捗状況を把握できや

すくなるなどオンライン授業における孤立感の軽減にもつながるなど新しい効果も得られた。 

また、学習要点記事の投稿、共有を通した学習者の主体的な学びの支援を本格的に開始し

た。特に学習困難なトピックの解消のために、チャットボットでインタラクションを通してユーザの意

図を汲み取り、ユーザの状況に適合した学習要点記事を提案する Teaching botの開発を行った。

また、推薦された学習要点記事や閲覧された学習要点記事に対して、閲覧者が記事の評価をでき

る仕組みを導入し、各記事の利用価値の評価に基づいてより良い記事の推薦を行う仕組みも開発

した。 
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さらに、学習時間のマネージメントを支援し、学習時間のマネージメント行動を促進することを目

的にした MAI Helper を開発した。また、学習支援スキルの測定を開始するために、 MAI Helper

内にある学習の振り返りデータを分析に着手した。 

 

 

§２．研究実施体制 

 

（１）島田グループ 

① 研究代表者：島田 敬士 （九州大学 大学院システム情報科学研究院 教授） 

② 研究項目 

・学習ダッシュボードの開発 

・学習分析技術の機能拡張・増強 

・学習分析技術の API化 

・LGC（Learner Generated Contents）分析技術 

 

（2）内山グループ 

① 主たる共同研究者：内山 英昭 （九州大学附属図書館 准教授） 

② 研究項目 

・LGC（Learner Generated Contents）収集・配信システム開発 

・メタ理解スキルデータベース構築 

・学習シーズ・ニーズマッチング技術開発 

 

（3）山田グループ 

① 主たる共同研究者：山田 政寛 （九州大学 基幹教育院 准教授） 

② 研究項目 

・学習者向け分析ツール開発 

・学習スキル測定技術開発 

・学習支援スキル測定技術開発 
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